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はそれぞれ「第 1 部　歴史――古代・中世の歴史、近世日本人町、歴史交流」「第 2 部　
社会――近世以降の東アジアの社会変化の比較」「第 3 部　文化――若者のポップカル
チャー、アニメ、庭園、飲食文化」「第 4 部　他領域の日本研究」に改めた）に分けられ
た四つのセッションにおいて、延べ二十数名にのぼる双方の研究者が発表し、また
コメンテーターを交えながら、セッションごとに全員による総合討論を行った。
　きわめて多岐にわたる一連の研究報告とそれをめぐる質疑応答を通して、古代か
ら近代、そして今日に至るまでの両国の深い交流関係をあらためて確認したのみな
らず、また歴史的に中国や西洋という他者を相手に両国が見せてきた対応の異同や
影響関係等もある程度明らかにすることができたのではないかと自負する。むろん、
それがはたして正しい認識であるかどうかはやはり本報告書を手にする読者のご判
断に任せるしかない。
　本シンポジウムの開催にあたり、ベトナム社会科学院・東北アジア研究所から多

